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一 般 質 問一 般 質 問
人
口
減
少
対
策

質
問　

危
機
感
が
全
く
な
い
。
26
年
後

渋
川
市
は
約
５
万
１
６
９
２
人
に
激
減

す
る
。
人
口
減
少
対
策
は
即
実
施
す
べ

き
。
歯
止
め
と
な
る
具
体
策
は
。

市
長　

喫
緊
の
課
題
と
し
て
様
々
な
分

野
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
は
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
核
に
し
た
企
業
誘
致

と
若
者
の
雇
用
確
保
に
も
対
応
し
た
い
。

定
住
促
進
策
の
実
現

質
問　

幼
保
保
育
料
、
学
校
給
食
の
完

全
無
料
化
、
20
代
、
30
代
前
半
の
定
住

者
に
男
女
問
わ
ず
一
律
１
０
０
万
円
の

結
婚
祝
金
の
支
給
、
転
入
、
在
住
者
が

家
族
は

質
問　

平
成
25
年
度
の
市
統
計
に
よ
る

世
帯
人
員
は
１
世
帯
２
・
６
人
、
少
人

数
家
族
対
策
と
し
て
、
婚
活
支
援
事
業

の
拡
大
と
結
婚
祝
金
制
度
は
。

保
健
福
祉
部
長　

未
婚
者
の
出
会
い
の

場
の
提
供
を
行
う
団
体
に
補
助
金
を
交

付
す
る
と
と
も
に
、
活
動
に
対
す
る
支

援
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。
祝

金
制
度
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

集
落
は

質
問　

市
全
体
と
も
い
え
る
各
地
域
に

子
ど
も
が
い
な
い
。
現
状
を
ど
う
捉
え

る
の
か
、
対
策
と
し
て
出
産
祝
金
支
給

制
度
の
復
活
な
ど
抜
本
的
改
革
を
。

保
健
福
祉
部
長　

保
育
料
の
第
３
子
以

降
の
無
料
化
対
象
の
拡
大
を
図
っ
た
こ

と
か
ら
、
現
段
階
で
は
祝
金
支
給
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

質
問　

住
め
る
空
き
家
は
賃
貸
、
売
買

を
行
う
業
者
の
活
用
を
。
住
め
な
い
空

き
家
は
解
体
業
者
と
の
連
携
、
他
の
自

治
体
を
参
考
に
解
体
に
向
け
た
研
究
を

す
る
と
の
こ
と
、
ど
う
す
る
の
か
。
ま

た
空
き
家
対
策
課
設
置
の
考
え
は
。

建
設
部
長　

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
た
対
策
は
有
効
な
の
で
、
意
見
交
換

を
行
う
な
ど
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

総
務
部
長　

解
体
を
含
め
た
課
題
を
整

理
し
、
そ
の
方
策
を
検
討
し
ま
す
。

市
長　

担
当
課
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

終
活
は

質
問　

誰
も
人
生
に
終
止
符
を
迎
え
る

日
が
必
ず
来
る
。
そ
の
時
が
い
つ
来
て

も
安
心
し
て
迎
え
ら
れ
る
準
備
の
対
策

や
指
導
は
。

保
健
福
祉
部
長　

誰
も
が
気
軽
に
相
談

で
き
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
身
近
な

相
談
窓
口
の
充
実
、
支
援
体
制
の
構
築

を
図
り
ま
す
。

渋
川
の
将
来
像

平
方　

嗣
世　

議
員　

市
民
の
幸
福
は

須
田　

勝　

議
員　

住
宅
取
得
し
た
場
合
１
０
０
万
円
助
成

等
実
現
に
向
け
た
検
討
を
行
う
考
え
は
。

市
長　

給
食
費
無
料
化
は
財
源
の
問
題

等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
個
人
へ
の
補

助
金
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
を
得
ら

れ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
が
、
若
い
人
た

ち
が
地
域
で
子
育
て
し
や
す
い
施
策
が

重
要
で
あ
り
、
で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ

一
つ
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

総
合
計
画
を
見
直
し
財
源
確
保
を

質
問　

平
成
25
年
度
決
算
は
実
質
単
年

度
収
支
８
億
１
２
０
０
万
円
、
基
礎
的

財
政
収
支
16
億
７
６
０
０
万
円
と
共
に

大
幅
赤
字
。
新
規
事
業
に
合
併
特
例
債

を
多
発
し
た
結
果
で
あ
る
。
こ
れ
が
市

長
の
実
績
。
不
急
、
優
先
度
、
緊
急
度

を
含
め
総
合
計
画
を
見
直
す
考
え
は
。

総
務
部
長　

大
型
事
業
は
、
一
部
、
縮

減
、
先
送
り
な
ど
の
調
整
を
し
、
実
施

の
再
調
整
や
基
礎
的
な
考
え
方
の
整
理

を
行
っ
て
、
後
期
５
年
間
で
着
工
と
な

る
も
の
が
多
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
合

併
特
例
債
を
活
用
す
る
関
係
で
地
方
債

の
借
入
額
が
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

合
併
特
例
債
は
、
慎
重
を
期
し
て
活
用

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

望まれる給食無料化

終活の準備
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質
問　

本
年
４
月
に
上
白
井
小
学
校
と

中
郷
小
学
校
が
再
編
統
合
し
た
。

　

南
雲
小
と
津
久
田
小
、
刀
川
小
と
三

原
田
小
と
の
再
編
統
合
は
ど
の
よ
う
な

状
況
に
あ
る
の
か
。

学
校
教
育
部
長　

南
雲
小
、
津
久
田
小
、

三
原
田
小
の
各
地
区
委
員
会
で
は
統
合

の
方
針
に
合
意
し
、
報
告
書
を
提
出
す

る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
刀
川
小
は

地
区
委
員
会
が
統
合
の
方
向
で
検
討
す

る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
、
関
係
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

学
校
給
食
共
同
調
理
場
整
備

質
問　

若
者
に
魅
力
の
あ
る
地
域
拠
点

都
市
と
し
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
拠
点
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
自
治
体
間
の

地
域
連
携
、
駅
周
辺
の
整
備
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。
新
た
な
集
積
構
造
の
構
築

に
向
け
た
対
応
は
。

企
画
部
長　

古
巻
地
区
や
行
幸
田
地
区

は
、
バ
イ
パ
ス
整
備
に
よ
り
交
通
利
便

性
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
。
社
会
情
勢

の
変
化
と
動
向
を
捉
え
、
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
た
い
。

質
問　

生
活
基
盤
安
定
の
た
め
に
、
雇

用
の
創
出
や
地
域
支
援
な
ど
、
地
域
や

企
業
、
各
種
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
魅

力
あ
る
地
域
と
生
活
基
盤
の
安
定
に
向

け
た
情
報
の
共
有
が
必
要
だ
。
連
携
強

化
に
向
け
た
対
応
は
。

商
工
観
光
部
長　

こ
れ
ま
で
市
内
企
業

と
情
報
交
換
や
要
望
把
握
を
し
て
き
た

が
、
今
後
は
各
種
団
体
と
連
携
強
化
し
、

雇
用
創
出
に
つ
な
が
る
よ
う
企
業
の
活

性
化
に
向
け
た
支
援
策
を
研
究
し
ま
す
。

給
食
残
渣
の
た
い
肥
化
に
つ
い
て

質
問　

給
食
残
渣
は
焼
却
処
分
さ
れ
て

い
る
が
、
た
い
肥
化
に
よ
る
資
源
の
循

環
化
や
情
操
教
育
の
場
と
し
て
、
小
中

学
校
の
花
壇
や
選
別
農
薬
農
法
に
よ
る

実
証
圃
で
の
活
用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長　

給
食
残
渣
の
た
い
肥
化
は
重
要

な
施
策
で
す
。
さ
ら
な
る
研
究
や
検
討

を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

市
有
墓
地
の
整
備
に
つ
い
て

質
問　

人
口
減
少
社
会
で
、
定
住
者
を

増
や
す
に
は
市
有
墓
地
の
確
保
は
必
要
。

伊
香
保
町
の
市
有
墓
地
の
今
後
の
整
備

と
新
た
な
市
有
墓
地
の
確
保
は
。

市
長　

伊
香
保
の
市
有
墓
地
に
27
区
画

分
を
拡
張
す
る
検
討
を
進
め
、
整
備
終

了
後
、
適
地
を
選
定
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

篠
田　

德
壽　

議
員　

小
中
学
校
再
編
統
合
の
推
進
状
況

南
雲　

鋭
一　

議
員　

新設の共同調理場

整備が進む高渋バイパス

質
問　

渋
川
市
南
部
・
北
部
学
校
給
食

共
同
調
理
場
は
８
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

旧
国
保
赤
城
診
療
所
跡
地
に
建
設
予

定
の
共
同
調
理
場
計
画
は
、
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
部
長　

当
初
は
南
部
・
北
部

調
理
場
の
稼
働
の
翌
年
度
に
稼
働
さ
せ

る
予
定
で
し
た
が
、
総
合
計
画
の
見
直

し
作
業
の
中
で
、
本
市
の
財
政
状
況
へ

の
配
慮
や
合
併
特
例
債
の
期
間
延
長
な

ど
を
受
け
て
、
当
初
予
定
よ
り
先
送
り

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

（
仮
称
）
自
治
基
本
条
例
と
自
治
会

質
問　

平
成
24
年
９
月
定
例
会
の
一
般

質
問
か
ら
２
年
が
経
過
。
制
定
に
向
け

て
の
市
の
検
討
状
況
を
知
り
た
い
。　

　

ま
た
市
行
政
の
一
部
を
受
け
持
つ
自

治
会
を
地
域
行
政
の
推
進
者
と
し
て
、

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

基
本
理
念
や
市
民
、
議
会
、
行

政
の
役
割
等
を
体
系
的
に
整
理
す
る
た

め
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
課

題
の
整
理
等
進
め
て
い
き
た
い
。

　

行
政
と
自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
の

連
携
は
重
要
で
す
。
支
援
も
十
分
検
討

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。


